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自己紹介

• 1965年  愛媛県出身

• 1984年  父親をがんで亡くす

• 1988年～  NHK松山放送局でニュース番組、情報番組のキャスター

医療問題を中心に取材 番組制作も担当

• 1999年  子宮頸がんが見つかり手術と化学療法を受ける

• 2008年  愛媛がん患者・家族会 おれんじの会を設立

• 2009年  NPO法人愛媛がんサポート おれんじの会に改組

• 現在      NPO法人 愛媛がんサポートおれんじの会 理事長

 一般社団法人 全国がん患者団体連合会 副理事長

 日本専門医機構 理事

国立がん研究センターがん情報サービス編集委員会 委員



【設立】：2009年

【目的】：交流、学び、社会へ向けての情報発信

【会員】：患者・経験者、家族、遺族など 約80人

【活動】：勉強会、ピアサポートなど

愛媛がんサポートおれんじの会



全国がん患者団体連合会般社団法人全者体
連合会
【設立】 2015年

【目的】 がん患者団体の連携や活動の促進を図りつつ、

 がん患者と家族の治療やケア、生活における課題の解決に取り

 組み、がん医療の向上とがんになっても安心して暮らせる社会

の構築に寄与すること

【加盟】 49団体 約20,000人（2024年6月23日現在）

【活動】 政策提言、がん関連セミナー、がん患者学会など



制吐薬適正使用ガイドライン 2023年10月改訂 第3版
日本癌治療学会 編

患者向けガイドライン
作成予定！



今考える「Patient and Public Involvement」
～私たちの活動は誰のため～

PPI？？？



今考える「Patient and Public Involvement」
～私たちの活動は誰のため～

Patientとは？



情報を伝える

現状

  何を ＞ どのように ＞ 誰のために



情報を伝える

考えたいこと

何を ＜ どのように ＜ 誰のために



国立がん研究センター がん情報サービス

出典：国立がん研究センターがん情報サービス https://ganjoho.jp/public/index.html





出典：国立がん研究センターがん情報サービス https://ganjoho.jp/public/index.html

情報によって
つらい思いをする人が

いないように



がん情報サービス 遺伝性腫瘍 https://ganjoho.jp/public/cancer/hereditary_tumors/index.html



情報を伝える ①

誰のために伝えるか

・読み手はどのような状況なのか？



情報を伝える ②

どのように伝えるか

・平易なことばで

・「読ませる」よりも「見せる」

・使えるように



平易なことばで

•平易        → わかりやすい

•忍容性は良好    → 副作用は耐えられる程度 ？

•良好な持続性を示す → 良い状態が続いている ？

•お薬を適正にご使用いただく為の

           → お薬を正しく使うための

日本メディカルライター協会 第22回JMCAシンポジウム 2023年2月13日 発表資料



質問促進ツール「みんなの質問ノート」

•愛媛県からの委託を受けて作成

•医療者への質問の文言を掲載

•読み物ではなく“使うもの”



ある日突然の「がん告知」。心の
準備も予備知識もないまま、患
者・家族としての生活が始まりま
す。どこで治療を受けるのか？ど
の治療法を選ぶのか？次々に難し
い選択を迫られます。
「なんでも聞いてください」と言
われても、何を聞けばいいかさえ
わからない、聞きたいことがあっ
たとしても、医師や看護師を前に
するとうまく言葉が出てこない。
多くの患者さんやご家族が悩んで
きました。

「読ませる」よりも「見せる」
読みたい気持ちに誘導する



「手元に届く情報」から「心に届く情報」 へ

そして、納得のいく選択へ

情報

わたしのための
情報

納得のいく
選択

情報が活かされるために



情報を伝える ③

何を伝えるか

     ・科学的根拠に基づいた情報

     ・わたしに役立つものであること ≠知識



第4期がん対策推進基本計画

（取り組むべき施策） 

国は、患者やその家族等が、必要な時に正しい情報を入手し、

適切な選択ができるよう、ニーズや課題等の把握を進め、

「情報の均てん化」に向けた適切な情報提供の在り方について

検討する。



第4期がん対策推進基本計画

（取り組むべき施策） 

国は、インターネット等に掲載されているがんに関する情報に

ついては、科学的根拠に基づいているとは言えない情報が含まれる

ことを、国民に対して注意喚起するなど、引き続き、

国立がん研究センターや関係団体等と連携して、

がんに関する正しい情報の提供及び理解の促進に取り組む。



出典：がん情報の均てん化を目指す会 ディスカッションペーパー 2024年11月5日
https://plaza.umin.ac.jp/~CanRes/wpsystem/wp-content/uploads/2024/10/Equalization-of-Cancer-Information.pdf
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がん情報の均てん化に向けて 提言

•患者にわかりやすい情報を届けるための基盤整備

•患者が適切なタイミングで適切な情報へアクセスできる体制
の整備

•患者のがん関連情報の活用力の向上支援

出典：がん情報の均てん化を目指す会 ディスカッションペーパー 2024年11月5日
https://plaza.umin.ac.jp/~CanRes/wpsystem/wp-content/uploads/2024/10/Equalization-of-Cancer-Information.pdf



情報を伝える

考えたいこと

何を ＜ どのように ＜ 誰のために



運営委託：全国がん患者団体連合会



ご清聴ありがとうございました

NPO法人愛媛がんサポートおれんじの会
http://machinaka-orange.jp/
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